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成人式写真は 23ページにも掲載

　8月15日、九重文化センターで第64回九重町成人式が開催
されました。
　今年の新成人は74名（男性33名、女性41名）で、式典には
55名が出席しました。
　ここのえ緑陽中学校卒業生の初めての成人式となる今回。新
成人は緊張した面持ちで会場に入ってきましたが、久しぶりに
会う友人たちの顔を見つけると緊張がほぐれ、笑顔で写真を撮
る姿が見られました。

祝  第64回 九重町成人式祝  第64回 九重町成人式

2広報ここのえ　2018.９月号

①新成人を代表して成人証書を授与
された筬嶋大和さん ②謝辞を述べ
た甲斐一鉄さん ③④式典後はサプ
ライズのビデオレターや実行委員会
企画の抽選会が行われました

おさじまやまと

いってつ

1

2

3 4
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町からのお知らせ

今月の表紙

町からのお知らせ

大分県消防操法大会のために、厳しい訓練を重ねてきた消防団
の皆さんですが、本番前には緊張した表情で何度も最後の確認
をしていました。
２年前の９月号でも表紙を飾った皆さんですが、前回は惜しく
も準優勝で悔しい思いをしたため、念願の優勝に抱き合った
り、胴上げをしたりと、とても嬉しそうでした。地域の安全安
心を守る消防団の応援を今後もよろしくお願いします。

●特定防衛施設周辺整備調整交付金　[P７]
●健康寿命をみんなで延ばそう　[P７]
●インフルエンザ予防接種　[P８]
●町営住宅入居者募集　[P９]
●地域の活力づくりを応援します　[P９]
●農業者年金に加入しませんか　［P10］
●農地パトロール実施　[P10]
●ここのえ学園基本計画の取組　[P11]
●シリーズ「障がい福祉」　［P12］
●国民年金広場　[P12]
●在宅医療・介護について　[P13]

九重の自然を描く絵画展・写真
と　き　10月 14日（日）～ 10月 21日（日）
ところ　九重文化センター体育館

創元会顧問・日展特別会員。1933年大分県生ま
れ。1957年創元展出品（以降毎年出品・6回受
賞）1963年武蔵野美術大学卒業。1976年フラン
ス美術賞バリ展受賞。その他多数作品で受賞。

工藤 和男氏プロフィール

笑顔でつながるアート展 in 九重
と　き　10月 14日（日）～ 10月 21日（日）
ところ　九重文化センター体育館

講師は日本絵手紙協会公認講師の原野彰子さん。
『ヘタでいいヘタがいい』のキャッチフレーズ
で、絵が苦手でも、心を込めて描けば誰でも素敵
な絵手紙が描けます。

◎21日は洋画家の工藤和男氏による講評会

絵本の世界に飛び込もう！
と  き　10月 13日（土）・14日（日）
ところ　九重自然教室「さとばる」

森のシンガーソングライター。「歌う自然
ガイド」として日本全国の森でコンサート
を展開中。自然体験と共に寝転びながら森
を学ぶ「ごろんコンサート」を体験してみ
ませんか。
※要申込（九重ふるさと自然学校
　　　　　　　　　　　　☎73-0001）

山田　証さんプロフィール

◎14日は絵手紙ワークショップ

あかし

いずれも
入場無料参加アーティスト紹介
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現金
500円
250円
250円
130円

回数券
300円
150円
150円
80円

大人
大人障がい者
小学生
小学生障がい者

コミュニティバス料金

　九重町では、JR、バス、タクシーなどの公共交通が運行し、町民のみなさんの移動を支えています。その1
つに、九重町が主体となって運行している「コミュニティバス」があります。
　そのコミュニティバスの運行が10月1日より、一部変更となります。
　公共交通の持続的運行には、多くの方に利用していただくことが最も重要となります。町では皆さんからの
意見をお聞きしながら、利用しやすいコミュニティバス運行を行っていきますので、公共交通の積極的なご利
用にご協力をお願いします。

●コミュニティバスはバス停より利用できます。
●町内のフリー乗降区間であれば、運行しているバスに手を挙げることで、
バス停以外でも自由に乗り降りできます。
　フリー乗降禁止区間 町外、国道210号、387号上はフリー乗降できません

●運転手に降りたい場所を伝えます。
●乗り継ぎがある場合は、最初に乗ったバスの運転手より
「乗り継ぎチケット」をもらって、乗り継いだバスを降
りるときに運転手に渡します。
●コミュニティバスの料金は

　　
　ですが、お得に利用できる回数券を販売します。

全線一律　片道　500円（大人）

回数券販売　豊後中村駅、各地区公民館、
　　　　　　役場（危機管理情報推進課）、バス車両内

① バスに乗るとき

② バスを降りるとき

コミュニティバスの乗り方

10月1日から変わります

「九重町コミュニティバス」

乗車時は　 
できるだけ

バス停からの乗車を
お願いします。

※バスの定時運行のため、出来るだけ
　バス車両以外での購入をお願いします。

ど
う
変
わ
る
？

何
が
変
わ
る
？

が
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●塚脇（トキハ前）まで走ります
●他の路線からの乗継ぎがしやすくなります
●飯田ふれあい交流センターに停まります
●平日と土日で時刻表が異なります

●筋湯・湯坪地区を走ります
●白鳥神社前にバス停が出来ます
●飯田ふれあい交流センターに停まります
●昼間の時間帯のバスが増えます

●運行本数が 3往復になります
●横尾・富迫地区を走ります
●南山田ふれあい交流センターに停まります
●運行するバスの車両が変わります

●中須上旦線と統合
●役場方面への運行になります
●丸塚地区を走ります

●運行する曜日の増加
●湯牟田にバスが停まります
●アミー内に乗り入れるようになります

●龍門線へ統合（平日の運行になります）

●九重縦断線へ統合

●運行する曜日の変更
●アミー内に乗り入れるようになります

●中巣・猪伏・奥双石地区を走ります
●アミー内に乗り入れるようになります

●小園線と統合
●予約型の運行になります

●栗原線と統合
●予約型の運行になります

毎日 毎日

毎日 平日

平日 平日

毎日 －

金曜日
水曜日
金曜日

木曜日
水曜日
金曜日

月曜日中須上旦線

火曜日

龍門線

小平谷線

寺床線

鹿伏桐木線

豊後中村線

小園線

うるが線

栗原線

－

水曜日
金曜日

火曜日
木曜日

月曜日
木曜日

火曜日
木曜日

火曜日
木曜日

水曜日
金曜日

水曜日
金曜日

9月 30日まで 10月 1日から
運 行 曜 日

九重縦断線
（旧長者原線）

飯田高原線
（旧千町無田線）

路線名 主な変更点地 

区

全
　
域

東
　
飯
　
田

野
　
　
上

飯
　
田

南
　
山
　
田

10 月 1日からの変更点

10 月 1日より、時刻表も変更となります。4月に配布しています「九重町公共交通ご利用ガイド」をご
覧いただくか、九重町ホームページをご覧ください。

●お問い合わせ　　危機管理情報推進課　☎７６－３８０１
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まちの話題

自然を感じながらのナイトハイク

　飯田地区で第29回九重飯田高原ナイトハイクが
開催され、県内外から530名が参加しました。
　泉水グリーンパークを起点に歩く21.1kmのコー
スでは、4つのチェックポイントが設けられてお
り、冷えたトマトや地獄蒸しされたトウモロコシ等
が提供されました。
　暗くなってからは立ち止まって星空を見上げる姿
も見られ、参加者がナイトハイクの醍醐味を味わっ
ていました。

4
8

自然とふれあって夏を満喫

　くじゅうフェス2018が、阿蘇くじゅう国立公園
の長者原園地で開催されました。
　体験コーナーでは鳥の巣箱づくりやボルダリング
体験等に参加する子どもたちでにぎわったほか、
マーケットブースでは有機野菜や手作り小物、天然
酵母パン等の店舗が並びました。
　この日は、日中でも木陰に入ると涼しく、芝生の
上では訪れた人がのびのびと九重町の自然を感じた
一日となりました。

11
8

夢にむかって全力投球！

　７月29日に開催された「U-10ベースボール大会
in大分交流大会」に出場した玖珠合同チームが、町
長に優勝報告に訪れました。
　大会は学童野球を盛り上げることを目的に、指導
者が昨年度から開催しており、玖珠郡の少年野球4
チームの小学校４年生12名が合同チームで参加し
ました。報告で緊張していた子どもたちですが、
「甲子園の優勝はどこだと思う？」と町長と野球の
話になると、笑顔になっていました。

20
8

スタートでは明るかった空も、第２チェックポイントに到着
する頃には真っ暗になっていました

ボルダリング体験（写真奥の岩や石を登るスポーツ）やス
ラックライン体験（写真手前のベルト状のものを利用したス
ポーツ）も人気でした

●玖珠合同チーム
　野上ヤングスターズ少年野球団（九重町）、玖珠ブルーカープ（玖珠町）、森エンゼルス（玖珠町）、淮園若はね（両町）
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　大分県では、「健康寿命日本一」を目指した取り組みを進めています。県民一人ひとりが元気になれば、家
庭や職場にも元気が生まれ、地域社会の活力にもつながります。
　そこで、県では10月を「みんなで延ばそう健康寿命」推進月間に設定し、健康づくりに関心の薄い人も自
然と楽しく取り組める「県民総ぐるみの健康づくり」を行っており、九重町も推進していきます。

●健康寿命（お達者年齢）とは
　健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間

●あなたが、いつまでもいきいきと笑顔でいるためのカギは？
　「減塩マイナス３g」「野菜350g」「歩数プラス1500歩」（１日の目安）に取り組みましょう。

　平成29年度特定防衛施設周辺整備調整交付金
で、町道無田硫黄山線の道路改良工事が実施され
ました。
　この交付金は、日出生台演習場関連公共施設の
設置または運用に伴う影響の軽減等を図るため、
防衛省から交付されたものです。周辺市町村が行
う公共用施設の整備やその他の生活環境の改善、
開発の円滑な実施に寄与する事業に充てること
で、関係住民の生活の安定と福祉の向上に役立て
られることを目的とされています。
　今回の事業は、平成26年度から実施し、本年
度で延長223.5ｍの道路改良工事が完了しまし
た。
　この道路は、地域住民の生活道路として重要な路線であり、今回の改良工事によって視認性が向上し、道路
の幅員が広くなったことで、安心して通行できるようになりました。総事業費は、31,548千円、そのうち
29,539千円の交付金が充てられました。

道路改良工事が完了した町道無田硫黄山線

平成 29年度特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用して道路を整備しました
●お問い合わせ　企画調整課　☎７６－３８０７

あなたが元気ならみんなが嬉しい！大分県の健康寿命をみんなで延ばそう！
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

男性

女性

79.18 歳

83.90 歳

79.71 歳

85.36 歳

大分県のお達者年齢 九重町のお達者年齢

※健康寿命は、大分県の男性は全国 36位、女性は全国 12位、
　　　　　　　九重町の男性は県内   2 位、女性は県内  2 位

大分県HP
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インフルエンザ予防接種のお知らせ
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

　インフルエンザは、38度以上の発熱、頭痛や関節・筋肉痛など全身の症状が急に現れ、高齢の方や子ども
は肺炎を伴うなど重症化することがあります。
　予防接種をすれば感染しても重症化や死亡を防げるといわれています。
　ワクチンの有効期間（接種後、約２週間～約５カ月間）を考え、流行前の10月中旬から12月上旬ごろまで
に接種をすませましょう。

高齢者インフルエンザ予防接種
●対 象 者　　①65歳以上の方
　　　　　　　②60歳～64歳の方で、心臓、腎臓、呼吸器の機能に障がいがあり、身の回りの生活を極度に

制限される方、及びヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障がいがあり日常生活がほと
んど不可能な方

●接種期間　　平成30年10月～平成31年１月31日まで
　　　　　　　（開始時期は、医療機関によって異なります）

●接種回数　　１回

●接種機関　　県内の医療機関（かかりつけの医療機関に接種が可能かお尋ねください）

●接種費用　　自己負担　1,000円
　　　　　　　※但し、対象者で生活保護世帯の方は、「生活保護受給者証明書」を持参すれば「無料」で接

種できます。

子どもインフルエンザ予防接種
●対 象 者　　生後６カ月～中学３年生終了前までの方

●接種期間　　平成30年10月～平成31年１月31日まで
　　　　　　　（開始時期は、医療機関によって異なります）

●助成内容　　 助 成 額 　年度内において、1人1回あたり1,000円
　　　　　　　　　　　　　（助成額を超える費用は自己負担）

　　　　　　　 助成回数 　生後６カ月以上13歳未満・・・２回まで
　　　　　　　　　　　　　13歳以上の方・・・１回まで

●手 続 き　　①玖珠郡内の医療機関で予防接種を希望する場合は、
　　　　　　　　医療機関にある予診票と受領委任状に記入することで、助成を受けることができます。
　　　　　　　　予防接種費用から町の助成金額（1,000円）を差し引いた金額を医療機関窓口でお支払いく

ださい。
　　　　　　　②玖珠郡外の医療機関で予防接種を希望する場合は、手続きが①と異なりますので、事前に保

健福祉センターまでご連絡ください。
　　　　　　　　※②の手続きの詳細は、広報ここのえ別冊号の18ページをご覧ください。
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町営住宅の入居者を募集します
●お問い合わせ　建設課　☎７６－３８１１

地域の活力づくりを応援します！－コミュニティ助成事業－
●お問い合わせ　企画調整課　☎７６－３８０７

　コミュニティ助成事業とは、財団法人自治総合センターが宝くじの社会貢献広報事業として行なっているも
のです。住民が自主的に行なうコミュニティ活動の促進を図り、地域の連帯感に基づく自治意識を盛り上げる
ことを目指し、コミュニティ活動に必要な備品の整備に対して補助をします。
　皆さんの地域でも、コミュニティ活動を充実させるために活用されてみてはいかがでしょうか。

●入居予定日：平成30年11月１日（木）
●申込書は、役場建設課に用意しています。申込みに際しては、所得制限等の要件があります。応募が複数の
場合は抽選会を行います。町営住宅の使用制限措置に基づき、暴力団関係者と判明した場合は、入居できま
せん。

○子育て世帯…中学生以下の子がいる世帯
○多 子 世 帯…18歳未満の子が3人以上いる世帯
○新 婚 世 帯…申込者及び配偶者（婚姻届をしていないが、事実上婚姻関係と同様の事情にある者その他婚姻の予約

者を含む。）の合計年齢が募集期間末日に70歳以下の世帯で、次の各号のいずれかに該当する場合。
（１）既婚の場合、婚姻届日（婚姻関係と同様の事情にある場合はその同居日）から３年を経過していない世帯
（２）婚約の場合、婚姻予定日が当該募集に係る入居予定日から３ヶ月以内の世帯

① 町営松岡台住宅
住　　所　九重町大字右田 3150 番地
募集戸数　一般向け 1戸（3階）3LDK
　　　　　高齢者向け 1戸（1階）2DK　※60歳以上申込可
そのほか　オール電化住宅。
　　　　　IHクッキングヒーター（20A　措置タイプ）が必要。

② 町営豊後中村住宅
住　　所　九重町大字右田 687 番地
募集戸数　3戸 3LDK
応募要件　子育て世帯、多子世帯、新婚世帯
そのほか　オール電化住宅。
　　　　　IHクッキングヒーター（30A　措置タイプ）が必要。

申込みについて 募集期間：平成 30年 9月 18日（火）～ 9月 28日（金）午後 5時まで

●申込期限　10月 5日（金）まで

町営豊後中村住宅の応募要件

※書類作成等に時間を要しますので、お早めに
　役場企画調整課までご相談ください
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農業者年金に加入しませんか
●お問い合わせ　農業委員会　☎７６－３８０５

　農業者年金は、20歳以上60歳未満の国民年金第１号被保険者で、年間60日以上農業に従事している人はど
なたでも加入できる、農業者のための公的な積立年金です。

●保険料を選択できます
　保険料は月額２万円～６万７千円の間で、
千円単位で選択できます。また、いつでも保
険料を見直すことができます。

●税制面でメリットがあります
　保険料は全額社会保険料控除の対象で、将
来受け取る年金も公的年金控除が適用されま
す。

●終身年金で80歳までの保証付きです
　原則65歳から終身受給できますが、仮に
80歳前に亡くなられた場合でも、80歳まで
に受け取れるはずであった金額を死亡一時金
として遺族の方が受け取れます。

●認定農業者など、一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助があります
　①39歳までに加入　②農業所得が900万円以下　③上表の区分のいずれかに該当する人

農地パトロール（利用状況調査）を実施します
●お問い合わせ　農業委員会　☎７６－３８０５

　農業委員会では、（1）地域の農地利用の確認　（2）遊休農地の実態把握　（3）違反転用の発生防止・早期
発見を重点とし、町内全域で８月～10月にかけて農地パトロールを実施します。

●調査方法
　農業委員・農地利用最適化推進委員が農地の中に立ち入るこ
ともありますので、ご理解とご協力をお願いします。

●なぜ調査が必要なの
　平成21年12月に改正農地法が施行され「農地について所有
権または賃借権その他の使用および収益を目的とする権利を有
する者は、当該農地の農業上の適正かつ効率的な利用を確保す
るようしなければならない」と農地の権利を有する者の責務規
定が設けられました。
　また、農業委員会法改正により、農業委員会の必須事務に「農地利用の適正化」が加わったことも踏まえ、
遊休農地ゼロに向けて力を入れて取り組んでいます。

農地転用等についてお願い
　農地を売買したり、農地以外（宅地や駐車場、太陽光など）の目的で利用する農地転用を行うには、農地法
に基づく手続きと許可が必要です。
　農地法の許可を得ずに行った売買等契約は無効となるほか、無断で農地を転用した場合は農地法の規定によ
り罰則が適用されます。詳しくは、農業委員会までご相談ください。

補助対象者
国庫補助額

35歳未満 35歳以上

－

10,000円
（5割補助）

6,000円
（3割補助）

6,000円
（3割補助）

4,000円
（2割補助）

認定農業者で青色申告者
認定農業者で青色申告者
区分1または2の者家族経営協
定を締結して経営に参画してい
る配偶者や後継者
認定農業者または青色申告者の
いずれか一方を満たす者で3年
以内に両方を満たすことを約束
した者
35歳まで（25歳未満の者は10年
以内）に認定農業者で青色申告者
となることを約束した後継者

区
分
1
2

3

4

5

【保険料の国庫補助】

※その他の詳細な要件はお問い合わせください。

農地パトロールの様子
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ここのえ学園基本計画の取組のようす
●お問い合わせ　九重町教育委員会 教育振興課　☎７６－３８３４

　九重町教育委員会の主要施策の1つである、ここのえ学園の前期取組について紹介します。主な取組として
は、小学生の集合学習、小学生とこども園の園児との交流（つながり学習）を行いました。

●集合学習の目的
　町内６つの小学校が、児童相互の交流や合同で授業をうけることにより、小規模学級のデメリットの解消を
目指します。さらに小学校６年生は次年度の中学校進学時の中１ギャップの解消を目指します。

種　　目
特別の教科　道徳

発行者名
東京書籍

採択結果

小学生と園児のつながり学習を行いました。自己紹介カードを渡し、
読み聞かせや遊びを行いました。

小学校６年生の集合学習では外国語と体育（バレーボール）の授業を
行いました。みんな積極的に取り組みました。

第１回集合学習では、出発式後、社会見学（吉野ヶ里遺跡）に行きま
した。昔の生活のようすを見学し、勾玉つくりをしました。

取組の紹介

●今後の予定
　小学校６年生の合同修学旅行と中学体験入学、小学校５年生集合学習（合同社会見学を含む）とスポーツ鬼
ごっこでの交流、つながり学習などを予定しています。また、各学校の「ここのえ学」については年間を通し
て行っています。

平成31年度使用中学校「特別の教科　道徳」教科用図書の採択結果のお知らせ
　平成31年度から中学校では道徳が教科化されます。それ
に伴い、平成31年度使用中学校「特別の教科　道徳」教科
用図書を教育委員会で採択しましたのでお知らせします。
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障害者差別解消法 合理的配慮について

言語障がいの人への理解
　「言語障がい」とは、言葉を用いたコミュニケーションが妨げられた状態のことです。聴覚障がいが原因で
話せない人や、他の病気（脳卒中や認知症など）が原因で聴覚障がいが伴わない人など、特性や症状は多様
で、接し方もそれぞれ異なります。
　自分の言葉をスムーズに相手に伝えることができないことはとても大変なことですが、私たちのちょっとし
た工夫や配慮で、心に寄り添ったコミュニケーションをとることができます。

●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

シリーズ
『障がい福祉』

42

新成人のみなさんへ　20歳になったら国民年金
国民年金広場

　国民年金は、年をとった時やいざという時の生活を、現役世代みんなで支えようという考えで作られた仕組
みです。公的年金に加入し保険料を納め続けることで、年金を受け取ることができます。

●国民年金のポイント
◎将来の大きな支えになります
　　国民年金は20歳から60歳までの人が加入し、保険料を納めます。国が責任もって運営するため安定し
ており、年金の給付は生涯にわたって保障されます。
◎老後のためだけのものではありません
　　国民年金には、年をとった時の老齢年金のほか、障害年金や遺族年金もあります。障害年金は、病気や
事故で障がいが残った時に受け取れます。また遺族年金は、加入者が死亡した場合、その加入者により生
計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れます。

●学生納付特例制度
　学生の方で、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予される制度です。

●納付猶予制度
　学生でない50歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料の納付が猶
予される制度です。

●お問い合わせ　住民課　☎７６－３８０２
　　　　　　　　日田年金事務所　☎0973-22-6174

●特定の音の発音が苦手など、正しい
発音が困難な人がいます。
●音がつまる、とぎれる、繰り返すな
ど言葉を流ちょうに話せない吃音状
態になりやすい人がいます。
●話したり聞いたりする言語機能の発
達が遅れている人がいます。
●障がいを気にして、話す意欲が失わ
れている人がいます。

きつおん

主な特徴・困難なこと

■相手の間違った発音や吃音などの話
し方に注意を向けるのではなく、話
の内容を注意して聞く。
■聞き取りにくかったときは、曖昧な
ままにせず、聞き返すなどしてきち
んと確認する。
■相手の意向や必要に応じて、筆談な
ど別のコミュニケーション手段を
使って確認する。

サポートするときのポイント

●と　き　10月 24日（水）午前 10時～午後 3時
●ところ　九重町役場 1階 102 会議室
※予約が必要ですので、日田年金事務所までご連絡ください

10 月 の
年金相談



広報ここのえ　2018.９月号13

ふるさとの
 文化財探訪

第53回

文化財専門員　
　　後藤　浩二

　
　
　
　
　

　

子
ど
も
の
頃
、
よ
る
寝
な
い
と
「
キ
ネ

ズ
ー
が
来
る
ぞ
！
」
と
、
怒
ら
れ
た
事
が
あ

り
ま
す
。

　
雪
の
降
っ
た
朝
、
点
々
と
丸
い
穴
が
つ
い

て
い
ま
す
、
こ
れ
が
キ
ネ
ズ
ー
の
足
跡
だ
と

い
う
の
で
す
。

　
「
ほ
お
れ
見
い
、
お
前
が
寝
ら
ん
き
、
キ

ネ
ズ
ー
が
来
た
じ
ゃ
ね
え
か
！
」

　
そ
の
時
は
言
葉
の
ひ
び
き
か
ら
、
狐
の
化

け
物
の
様
な
も
の
が
来
た
の
か
と
震
え
ま
し

た
。
　
時
は
流
れ
、
演
劇
の
台
本
の
関
係
で
妖
怪

を
探
す
こ
と
に
な
り
、
キ
ネ
ズ
ー
に
つ
い
て

調
べ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
聞
い

た
話
は
、
古
く
な
っ
た
杵
が
動
き
出
し
、
夜

歩
き
回
る
の
だ
と
い
う
伝
承
で
す
。
い
わ
ゆ

る
付
喪
神
と
い
う
妖
怪
の
一
種
で
は
な
い
か

と
い
う
事
で
し
た
。

　
付
喪
神
と
は
、
古
く
な
っ
た
道
具
に
神
や

精
霊
が
宿
る
と
い
う
考
え
方
で
、
起
源
は
諸

説
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
発
想
は
、
古
代
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
的

思
想
に
基
づ
い
て
お
り
、
う
ま
く
付
き
合
え

ば
吉
事
を
も
た
ら
し
、
荒
れ
ば
凶
事
を
も
た

ら
す
、
そ
の
た
め
「
祭
祀
」
や
「
鎮
魂
」
が

必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
妖
怪
は
人
々

に
祀
ら
れ
な
か
っ
た
、

も
し
く
は
忘
れ
ら
れ
た

存
在
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

キ
ネ
ズ
ー
の
場
合

も
、
物
を
大
切
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
戒
め
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

他
に
も
、「
小
豆
と
ぎ
が
出
る
ぞ
ー
と

か
、
火
の
玉
が
来
る
ぞ
ー
！
」
と
か
、
子
ど

も
を
黙
ら
す
ネ
タ
は
、
つ
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
驚
き
は
そ
の
い
く
つ
か
は
本
人
の
体
験

談
と
い
う
事
で
す
。

　
昔
、
ま
だ
生
活
が
今
ほ
ど
便
利
で
は
な
い

頃
、
人
間
と
妖
怪
の
世
界
は
、
は
っ
き
り
分

か
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

九
重
町
誌
に
は
、
河
童
は
春
の
彼
岸
は
山
か

ら
下
っ
て
河
童
に
な
り
、
秋
の
彼
岸
は
山
に

登
っ
て
山
の
神
に
な
る
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
　
正
月
の
16
日
に
は
山
神
祭
り
と
水
神
祭
り

を
し
ま
す
。

　
河
童
と
相
撲
を
取
る
ど
こ
ろ
か
、
河
童
の

家
伝
薬
を
販
売
す
る
家
ま
で
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
　
そ
の
家
で
は
、
座
敷
の
隅
に
半
畳
の
板
の

間
が
あ
り
、
年
取
の
晩
に
一
人
前
の
膳
を
供

え
る
と
元
日
に
は
板
の
間
が
濡
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。

　
又
、
犬
神
祓
い
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
た
と

い
う
伝
承
も
あ
り
、
ど
こ
か
生
活
感
が
あ
り

ま
す
。
我
々
の
先
祖
は
敬
意
を
も
っ
て
、
妖

怪
達
と
共
に
暮
ら
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

出
典
：
赤
松
宗
旦
「
利
根
川
図
志
」

そ
う
た
ん

ね
ね
こ

ふ
る
さ
と
の
妖
怪

在宅医療や介護の、「もしものとき」を考えてみませんか？
●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１
　　　　　　　　玖珠郡医師会 事務局　☎７２－５５５０

　高齢化率の上昇とともに、今後医療・介護に対するニーズが増加する中、医療や介護が必要になった場合、
医療機関への入院や介護施設への入所だけでなく、在宅
で医療や介護サービスを使うという選択肢が広がってき
ています。
　玖珠郡でも、医師等の医療関係者、ケアマネー
ジャー、ヘルパー等の介護関係者やその他の専門職種で
医療や介護が必要になっても、「住み慣れた地域で安心
して生活できる」環境づくりを目指し、関係者の連携を
深めるとともに普及啓発にも取り組んでいます。
　今回は、在宅医療や介護のことを知るきっかけとし
て、ご自身の「もしものとき」を考えていただく機会と
して住民向けシンポジウムを開催します。
　みなさまのご来場をお待ちしています。

「玖珠郡ささえあいシンポジウム －いつまでも安心して地域や家庭で暮らすために－」
●と　き　　10月 28日（日）午前 10時～（午前 9時開場）
●ところ　　玖珠町メルサンホール 入場無料

き
ね

つ
く
も
が
み

ま
つ

い
ぬ
が
み
ば
ら

（
河
童　

禰
々
子
）



14広報ここのえ　2018.９月号

人権

No.266

幸せになろうね幸せになろうね

伝えたい「ちょっといい話」「心あたたまる話」をぜひお寄せください。
ハート降るここのえ担当　阿部　征則
郵便の場合は、〒879－4895　九重町大字後野上８－１　九重町役場企画調整課まで

９月のハート降る♥ここのえ

犬
も
家
族

　
　
そ
れ
は
、
突
然
の
出
来
事
で
し
た
。

　
お
盆
が
終
わ
り
、
こ
れ
か
ら
も
毎
日
見
守
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
に
と
切
に
お
願
い
し
、
ご
先
祖
様

を
気
持
ち
よ
く
見
送
り
床
に
つ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
翌
朝
、
頭
も
体
も
目
が
覚
め
つ
つ
あ
る
六
時

ご
ろ
、
何
と
な
く
犬
小
屋
に
近
づ
い
た
ら
、
い
つ
も

足
音
に
気
づ
き
走
り
回
る
愛
犬
が
い
ま
せ
ん
。
目
が

点
！
何
で
！
昨
日
の
雷
に
驚
い
て
柵
を
飛
び
越
え
て

ど
こ
か
に
逃
げ
た
よ
う
で
す
。

　
こ
れ
は
大
変
、
し
ば
ら
く
し
て
友
人
た
ち
へ
ス
マ

ホ
でLIN

E

（
無
料
通
信
ア
プ
リ
）
を
送
信
し
「
悲

痛
な
叫
び
で
す
！
犬
が
い
な
く
な
っ
た
」
と
情
報
提

供
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
す
る
と
約
一
時
間
後
、
連

絡
を
見
て
く
れ
た
友
人
か
ら
「
犬
が
お
っ
た
！
す
ぐ

に
来
て
」
と
。
言
わ
れ
た
場
所
に
つ
く
と
、
遠
く
か

ら
一
匹
の
犬
が
走
っ
て
飛
び
つ
い
て
き
ま
し
た
。
ま

さ
し
く
我
が
家
の
愛
犬
。
家
に
連
れ
て
帰
り
な
が
ら

頭
に
浮
か
ん
だ
の
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
話
題

に
な
っ
た
日
出
町
の
尾
畠
さ
ん
で
し
た
。
行
方
不
明

の
子
ど
も
を
救
出
し
た
ニ
ュ
ー
ス
を
見
な
が
ら
涙
し

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
他
人
が
飼
っ
て
い
る

犬
の
こ
と
な
の
に
、
す
ぐ
に
探
し
に
行
っ
て
く
れ
た

こ
と
、
そ
の
行
動
に
驚
き
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た

で
す
。

　
日
ご
ろ
、
何
気
な
く
過
ご
し
て
い
る
犬
で
す
が
、

突
然
い
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
や
は
り
家
族
の
中
心

に
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
私
の
友
人
で
す

が
、
愛
犬
の
命
を
救
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
、
感

謝
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
重
町
右
田
66
歳
男
性

『第3回なるほど “ザ” 人権講座』

　第３回目となる「なるほど“ザ”人権講座」が、8月23日
に開催されました。今回も、講座内容や受講生の声などを
この「心の扉」のコーナーで皆さんにご紹介させていただ
きます。
　第３回講座のテーマは、「部落差別の歴史を知る」。講
師に、淮園小学校教諭の小西尚史さんを迎え、「学校で子
どもたちがどんなふうに部落差別を学んでいるか」という
切り口から、講座に参加している私たち大人に向けての部
落差別の歴史の授業を行っていただきました。差別によ
り、着るものなども厳しい制約を受けながら、能や狂言と
いった日本文化の発展や、解体新書の出版に貢献し、医学
の発展に重要な役目を果たした人がいたという優れた文
化・技術を創造してきた側面を学びました。
　また、明治になって出された『解放令』により身分制度
が廃止されたにも係わらず、差別が一層強まったことや反
対一揆が起きたことについても学びました。
　授業後の受講生アンケートでは、以下のような記述がみ
られました。（一部抜粋）

・部落差別の成り立ちについて初めて知ったことが多かっ
た。
・学べば学ぶほど、部落差別は「納得できない」ものだと
感じました。
・「同じ人間なのになぜ差別するのか」と思いました。
・本人には変えられない線引きを作り、優位に立とうとす
る心が差別を生むというのを聞いて、自分も知らないう
ちにそうした心を持っているのではないかと気づかされ
た。
・自分が差別（いじめ）の対象になるのが怖いので、誰か
を下に見て、矛先が自分の方に向かない様にするのは、
現代と同じだと思いました。

　授業後のグループ討議では、どうしたら差別はなくなる
か話し合いを行い、相手を大事に思う気持ちを育てていく
ことや、自分で出来ることからはじめ、差別をしない連鎖
を広めていければなどの意見が出されました。また、今の
差別の実態を知りたいとの意見もあり、次回のテーマ「差
別の現実に学ぶ」に繋がるものとなりました。

　紙面の都合上、詳細について掲載することができません
が、ご質問等がございましたら、社会教育課（☎
76-3823）までお問い合わせください。　
　　　　　　　　　　　九重町教育委員会　社会教育課

2018

心の扉

お
ば
た
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●児童書・コミック
ぞろりぞろりとやさいがね　　　　　　　ひろかわさえこ
へんしんたんてい　　　　　　　　　　　あきやまただし
わけあって絶滅しました。　　　　　　　　丸山貴史　他
快盗戦隊ルパンレンジャーＶＳ警察戦隊パトレンジャー決
定版ひみつコンプリート大百科
齋藤孝のイッキによめる！小学生のための芥川龍之介（他シリーズ有）
　　　　　　　　　　　　　　　　　芥川龍之介、齋藤孝
おしりたんてい　みはらしそうのかいじけん　　　トロル 
シロガラス　⑤巻　　　　　　　　　　　　　佐藤多佳子
新クレヨンしんちゃん　⑧巻　　臼井儀人＆ＵＹスタジオ
透明なゆりかご　⑦巻　　　　　　　　　　　　沖田×華
深夜食堂　20巻　　　　　　　　　　　　　　  安倍夜郎
●一般図書
遺恨の剣　（文庫）　　　　　　　　　　　　　　　鳥羽亮
剣客春秋親子草①～⑦巻　（文庫）　　　　　　　　鳥羽亮
一揆の声（おれは一万シリーズ⑥）文庫　　　　千野隆司
夏の雪　（新・酔いどれ小籐次シリーズ 12巻）文庫　　　佐伯泰英
本所おけら長屋　11巻（文庫）　　　　　　　  畠山健二
給食のおにいさん①～④巻　（文庫）　　　　　　遠藤彩見 
通い猫アルフィーと海辺の町（文庫）　レイチェル・ウェルズ
蝶のゆくへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　葉室麟
任俠浴場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今野敏
ふたりぐらし　　　　　　　　　　　　　　　　桜木紫乃
真夜中の子供　　　　　　　　　　　　　　　　　辻仁成 
むすびつき　（しゃばけシリーズ　17巻）　　　　 畠中恵
看る力　　　　　　　　　　　　　阿川佐和子、大塚宣夫
「考える頭」のつくり方　　　　　　　　　　 外山滋比古
かみさまは小学５年生　　　　　　　　　　　　　すみれ

成功ではなく、幸福について語ろう　　　　　　岸見一郎
怒らない、落ち込まない、迷わない　　アルボムッレ・スマナサーラ
マンガでわかるブッダの教え　　　　　　　　　　宝島社 
八幡さんの正体　　　　　　　　　　　　　　　鍛代敏雄
知られざる縄文ライフ　　　　　　譽田亜紀子、武藤康弘
世界中に愛される日本のおもてなし　　　　　　安達和子
「食べられる」科学実験セレクション　　　　　 尾嶋好美
ＬＧＢＴを知る　　　　　　　　　　　　　　　森永貴彦
「勉強ができる子」になる育て方　『ＰＨＰのびのび子育て』編集部
はかりきれない世界の単位　　　　　　　米澤敬、日下明
蜂と蟻に刺されてみた　　 ジャスティン・Ｏ・シュミット
暮らしやすい家づくりのアイデア 100　　Ｒ＋ｈｏｕｓｅネットワーク
カンタン！かぎ針編み刺しゅう糸で編むミニチュア水族館 77
日本百銘菓　　　　　　　　　　　　　　　　　中尾隆之
ママがんばらないで離乳食　　　　　　　　　　森崎友紀 
ユニクロ９割で超速おしゃれ　　　　　　　　　　大山旬
やまと尼寺精進日記　　ＮＨＫ「やまと尼寺精進日記」制作班
空間心理カウンセラーの「いいこと」が次々起こる片づけの法則　　伊藤勇司 
ニトリ涼しい家
誰も教えてくれない田舎暮らしの教科書　　　　　清泉亮 
小さなサロンのはじめ方　　　　　　Ｂｕｓｉｎｅｓｓ　Ｔｒａｉｎ
凡人でもできる！ネット通販で 10年以上安定して稼ぐ起業・経営術　　新井賢二
農薬に頼らずつくる虫といっしょに家庭菜園　　小川幸夫、腰本文子
なにもできない夫が、妻を亡くしたら　　　　　野村克也
マンガでよくわかる水泳入門　　　　　　　　　櫻井裕司
オーケストラ楽器別人間学　　　　　　　　　　茂木大輔
英単語の語源図鑑　　　　　　　　　　　　清水建二　他
やさしい日本語とやさしい英語でおもてなし　藤田玲子、加藤好崇
心とカラダを整えるおとなのための１分音読　　山口謠司

新刊・新着図書案内 ～夏が過ぎ　風あざみ…♪少しずつ涼しくなってきました。いよいよ読書の秋到来です！～

ほんの森９月号 平日 午前10時～午後６時　土・日  午前９時～午後５時　月・祝 休み　九重町図書館　☎ 76－3888図書館だより図書館だより

●毎月第２土曜日は『おはなし会』（午前10時30分～11時）
　９月のボランティアグループは「ぷちトマト」のみなさんでした。
１０月は「チームそらまめくん」のみなさんです。１０月１３日（予定）　
★児童コーナーが６月から少しだけリニューアルしています！皆さん、ぜひおはなし会に来て
　違いをみつけてくださいね。お待ちしています!!

●今年もやります！『本と雑誌のリサイクル市』
　毎年、「九重の自然を描く絵画展」開催期間中にあわせて、文化センターロビーにて行っているリサイクル市です。
　期間：１０月１５日（月）午前９時～１０月２０日（土）午後４時３０分
※雑誌は２年前のものになります。※お持ち帰り用に袋などをご準備ください。※残りが少なくなりましたら、
図書館入口「善意の本棚」に移動します。　★★絵画を堪能した後は、ぜひこちらにもお立ち寄りください★★

お
知
ら
せ

　100年にわたって、毎年１作ずつ異なる作家に作品を書いてもらい、誰にも見せず保管
する「未来の図書館」プロジェクトがノルウェーで進んでいるそうです。これらの原稿は
オスロ市図書館で厳重に封印され、2114年まで深い眠りにつくのです。今生きている私
たちは誰も読むことができないその作品たちを、100年後の人々が初めて読むことになる
という…なんとも壮大なロマンを感じるプロジェクトです。／さて、それに比べると規模
が小さすぎる話ですが、先日実家の片づけをしていた時のことです。なんと20数年前
（高校時代）に同級生にもらった手紙（メモ紙）がたくさん出てきました。なかには授業中に書いたと思われる
（良い子はマネしないでください）ノートを破ったような手紙もどきもあり、10代女子のわけのわからない熱
量に思わず笑いがでました。すると、自分しかしらない友だちが書いたその手紙を、いつのまにか我子らが熱心
に読み始めたのです。慌てて「そんなの読んで面白い？」と聞くと「しんけん面白い！もっと読みたい！」と貪
るように小さく折ったメモを開く子どもたち。ふと「未来の図書館」のことを思い出しました。書籍は電子化さ
れ、手紙はメールとなりつつある現在ですが、100年後、紙の出版物や手紙はどうなっているでしょうか。必ず
残っている！と強く信じる力が、このプロジェクトの原動力になっていると思います。スマホでＬＩＮＥがした
いという子どもたちに「友達と手紙を交換しなよ！」とすすめる私も、やはり紙の作品を愛する１人です。100
年後の未来、「これ面白い！」と貪るように読書する人々がいてくれることを願いつつ…実家の片づけはなかな
か進まないのでした。／ノルウェー「未来の図書館」には日本を含むアジアの作家も候補になっているそうで
す。誰のどんな作品が収められるのか楽しみですね。

「未来の図書館」100年後に目覚める作品たち　～20数年ぶりに？実家で目覚める手紙たち～

＃キーワード「実家の片づけ」→　関連の本が図書館に多数あります。こちらもぜひチェックを！
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九重

　８月26日（日）第４回目となる授業が開催されました。今回の内容は、盆鱈の煮物と盆団子作りでし
た。お盆は過ぎてしまいましたが、九重町のお盆には欠かせない２品を来年は家庭で作っていただきたい
と思い、行いました。
　盆鱈の煮物は、鱈おさを使用しましたが、鱈おさの『おさ』とは何のことか分かりますか？
　実は、『おさ』とは、『胃』のことで鱈のエラから胃の部分を乾燥させたものが鱈おさです。なぜ、鱈
おさを食べるようになったかは諸説ありますが、先生に教えて頂いたのは、内陸部である京都がルーツ
で、海の魚が手に入りにくかった京都では魚は干物や塩漬けしか食べられていなかったものが、天領であ
る日田へ伝わってきたものだということです。
　このような話を聞かせて頂きながら、九重町のお盆の定番料理を作りました。
　班毎で少し違った作り方を行ったため、調理後は、ゆっくり食べ比べをしました。団子ひとつにして
も、食感が違ったり、ちょっとしたコツで、全く味が違うことに今回も驚かされた授業でした。
　自分の好みの味を見つけて、それぞれのご家庭の味にして頂けたらと思います。
　プラスの授業は、ハンドマッサージの授業でした。先生が自分でマッサージできるように工夫して考え
てくださり、クリームの良い香りに包まれてゆっくり自分の手をマッサージしました。手をマッサージす
ると、全身に作用しリラクゼーション効果もあるということで、眠くなってきた方も居たようです。ま
た、「こんなに自分の手を触ったことはないね」等という感想も聞かれました。

●お問い合わせ　九重文化センター　７６-３８８８

ぼんだら

くらしの学校くらしの学校くらしの学校



広報ここのえ　2018.９月号17

自然
学校
自然
学校

九重ふるさと九重ふるさと

さとばるの森林づくり
　九重ふるさと自然学校では、雑木林にすむチョウを
シンボルに様々な生きもの育む森林づくりをしていま
す。木が元気に育つ手助けと生きものとのふれあいを
大切にしながら、楽しく森林づくりしてみませんか。

①野ネズミと森林のつながりとは？
　どんぐりの落ちる季節。冬を前に活動する野ネズミ
の観察やどんぐり拾いをして苗木作りの準備をしま
す。どんぐりのクラフト体験も。

日　　時：10月７日（日)
　　　　　10:00～15:30
集合場所：九重自然教室
　　　　　「さとばる」
参 加 費：無料
対　　象：小学生以上

②おいしく学ぶ！里山の森林のコト
　冬になる前に木を守るお世話をして、シイタケなど
山の幸汁の試食と花炭づくりをします。里山の森林の
循環を体感しましょう！

日　　時：11月17日（土)
　　　　　10:00～15:30
集合場所：九重自然教室
　　　　　「さとばる」
参 加 費：無料
対　　象：小学生以上

さとばるクラフトＤＡＹ
　自然の素材でおもちゃや小物づくりにチャレンジ！
　手づくりアイテムとともに日本の、九重の四季を楽
しみましょう。
　10時から16時（最終受付15:30）まで、“いつで
も！”“どなたでも！”体験できます。

①ススキのフクロウづくり
　ススキの穂を使って、ふわ
ふわで可愛いフクロウを作ろ
う。どんなフクロウができる
かは、作る人次第！

日　　時：10月8日（月･祝)
　　　　　10:00～16:00の間
　　　　　（最終受付15:30)。
集合場所：九重自然教室「さとばる」
参 加 費：200円

②フォトフレームづくり
　秋の自然素材でオリジナルフォトフレーム作り。小

枝やドングリ、果実でデコっちゃおう！

日　　時：11月10日（土)　10:00～16:00の間（最
終受付15:30)。

集合場所：九重自然教室
　　　　　「さとばる」
参 加 費：200円

九重のんびりハイク。錦秋の九州自然歩道と
温泉探訪
　秋の九重の湿原と森を歩
きます。ススキの穂なびく
タデ原湿原の草花や森の
木々の美しい紅葉を楽しみ
ましょう。下山後は、九重
の温泉の歴史・文化に触れ
ながら、湯船に浸かってリフレッシュタイム！

日　　時：10月28日（日)　9:00～16:30
集合場所：長者原ビジターセンター
参 加 費：大人1,500円
　　　　　子ども（小中学生）1,000円

秋のボランティアワークキャンプ
　春の野焼きに向けた防火帯整備とドラム缶炭窯を
使った炭焼きを行います。野焼きは良好な草原環境を
保全するために不可欠であり、炭の材料として雑木林
の木を切ることは、木の萌芽更新を促し、生物多様性
に富んだ雑木林の維持につながります。九重の多様な
自然環境保全のために力を貸してください。夜は温泉
で体をいやし、心ゆくまで語らいましょう。

日　　時：11月23日（金･祝）13:30～24日（土）
　　　　　14:00　
　　　　　※１泊２日
集合場所：九重自然教室
　　　　　「さとばる」
参 加 費：無料
対　　象：社会人および学生

冬の九重バードウォッチング
　九重町の清流沿いで冬鳥を訪ねるバードウォッチン
グ。セキレイ類、サギ類、カモ類といった川の鳥とホ
オジロ類、ジョウビタキなどの里の鳥の両方を観察し
ようというよくばりコースです。初心者の方でも大丈
夫です。※双眼鏡貸し出し有

日　　時：12月８日（土)
　　　　　 9:30～12:00 
集合場所：九重文化センター
　　　　　駐車場
参 加 費：大人500円
　　　　　子ども（小中学
　　　　　生）300円

2018年度（下半期)、九重ふ
るさと自然学校では下記の
プログラムを実施予定で
す。奮ってご参加ください。
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暮らしの情報　●
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わ
せ　
総
務
省
大
分
行
政
監

視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７‐

５
３
３‐

１
１
０
０
）

■
と
　
き　
10
月
11
日
㈭　
午
後
２
時
〜

■
と
こ
ろ　
玖
珠
総
合
庁
舎　
３
階

■
内
　
容　
う
つ
病
や
認
知
症
等
の
本
人

　
及
び
家
族
等
に
対
す
る
専
門
医
に
よ
る

　
医
療
相
談

■
そ
の
他　
相
談
無
料
。
事
前
予
約
必
要

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
部
保
健
所
地
域
保
健
課

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

３
１
３
３
）

■
と
　
き　
10
月
４
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場
３
階
会
議
室

■
内
　
容　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、

　
許
認
可
申
請
、
生
活
及
び
老
後
の
心
配

　
事
等

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
行
政
書
士
会

　
日
田
支
部
会
（
担
当　
穴
井
）

　
☎
７
２‐

４
６
８
０

■
と
　
き　
10
月
12
日
㈮

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場
３
階
会
議
室

■
内
　
容　
相
続
、
登
記
の
名
義
、
多
重

　
債
務
問
題
や
悪
質
商
法
ト
ラ
ブ
ル
等

■
そ
の
他

　
原
則
予
約
不
要
（
但
し
予
約
者
優
先
）

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
司
法

　
書
士
会
青
年
の
会　
九
重
町
無
料
相
談

　
会
事
務
局
（
担
当　
大
野
）　
　
　
　

　
☎
０
８
０‐

６
９
２
８‐

７
７
３
０

　
被
害
者
・
加
害
者
、
人
身
事
故
・
物
損

事
故
、
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
電
話
・
面
接
相
談
】

■
と
　
き

　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
振
替
休

日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

　
午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ

　
交
通
事
故
相
談
所
（
県
生
活
環
境
部
生

活
環
境
企
画
課
内
）

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
１
６
６
）

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕】

■
と
　
き　
10
月
９
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
２
０
０
）

　
全
国
一
斉
の
「
個
別
労
働
紛
争
処
理
制

度
周
知
月
間
」
の
取
組
と
し
て
、
大
分
県

労
働
委
員
会
で
は
、
解
雇
、
賃
金
未
払

い
、
労
働
条
件
な
ど
の
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル

に
つ
い
て
、
電
話
、
来
所
で
の
相
談
を
無

料
で
お
受
け
し
ま
す
。

　
な
お
、
期
間
以
外
で
も
平
日
（
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
）
に
随
時
労
働
相
談
を
受

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

認
知
症
の
方
と
家
族
の
つ
ど
い

各
種
相
談

人
権
な
ん
で
も
相
談

大
分
県
交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

悩
ま
ず
　ど
ん
と
こ
い
労
働
相
談

行
政
相
談

認
定
司
法
書
士
「
無
料
法
律
相
談
会
」

大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

無
料
相
談
会

精
神
保
健
福
祉
相
談

（
こ
こ
ろ
の
相
談
）
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け
付
け
て
い
ま
す
。

■
期　
間

　
10
月
１
日
㈪
〜
10
月
７
日
㈰

■
受
付
時
間　

【
平
日
】
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

【
土
日
】
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
相
談
方
法

【
電
話
相
談
】

〈
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
〉

　
☎
０
９
７‐

５
３
６‐
３
６
５
０

〈
そ
の
他
〉

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

５
２
５
１

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

３
２
４
１

【
来
所
相
談
】
大
分
県
労
働
委
員
会
事　

　
務
局
（
大
分
県
庁
本
館
７
階
）

　
平
成
29
年
４
月
に
玖
珠
環
境
衛
生
セ
ン

タ
ー
の
堆
肥
が
無
料
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
在
庫
が
あ
る
場
合
は
い
つ
で
も
お
渡
し

で
き
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連

絡
い
た
だ
き
、
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
玖
珠
九
重
行
政
事
務

　
組
合
（
玖
珠
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
７
３‐

２
３
１
１（
☎
７
３‐

７
０
２
０
）

 

養
蜂
振
興
法
に
よ
り
、
蜜
蜂
を
飼
育
し

て
い
る
方
は
、
毎
年
１
月
末
ま
で
に
飼
育

し
て
い
る
場
所
や
期
間
等
を
記
載
し
た
飼

育
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

 

養
蜂
業
者
や
趣
味
で
飼
育
さ
れ
て
い
る

方
、
ま
た
飼
育
さ
れ
て
い
る
蜜
蜂
の
種
類

（
セ
イ
ヨ
ウ
や
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
に
限
る
）

や
群
の
大
き
さ
に
関
係
な
く
必
要
で
す
。

 

届
出
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
速
や
か

に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
提
出
先
及
び
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
部
振
興
局　
農
山
村
振
興
部

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

２
５
８
５
）

【
農
林
部
門
】

■
と　
き

　
10
月
13
日
㈯
、
10
月
14
日
㈰

■
と
こ
ろ　
別
府
市
別
府
公
園

■
予
定
内
容

県
産
農
林
水
産
物
の
販
売
・
食
の
提

供
、
木
工
教
室
、
も
の
づ
く
り
体
験

コ
ー
ナ
ー
、
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
等

【
水
産
部
門
】

■
と　
き　

　
10
月
20
日
㈯
、
10
月
21
日
㈰

■
と
こ
ろ　
別
府
市
亀
川
漁
港

■
予
定
内
容

産
地
直
売
コ
ー
ナ
ー
、
浜
の
母
ち
ゃ
ん

の
味
コ
ー
ナ
ー
、
ブ
リ
・
さ
か
な
の
つ

か
み
ど
り

■
お
問
い
合
わ
せ

【
農
林
部
門
】
大
分
県
農
林
水
産
祭
実
行

　
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

３
５
８
２
）

【
水
産
部
門
】
大
分
県
農
林
水
産
部
漁
業

　
管
理
課

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

３
９
１
４
）

　
大
分
県
は
全
国
と
比
較
し
て
患
者
さ
ん

の
割
合
が
多
く
、
日
田
玖
珠
地
域
で
は
平

成
28
年
は
19
人
、
平
成
29
年
は
９
人
が
新

た
に
結
核
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

結
核
は
過
去
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
咳
が
２
週
間
以
上
続
く
、
痰
が
出

る
、
微
熱
が
続
く
な
ど
の
症
状
が
あ
る
と

き
は
早
め
に
病
院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
高
齢
者
の
場
合
は
、
咳
や
痰
な
ど
の
症

状
が
出
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、
年
に
一

度
は
健
診
を
う
け
ま
し
ょ
う
。

　
結
核
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大

切
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
部
保
健
所
地
域
保
健
課

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

３
１
３
３
）

　
「
都
市
緑
化
月
間
」（
10
月
１
日
〜
10

月
31
日
）
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、「
い

き
い
き
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
を
県

営
都
市
公
園
内
『
ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド
』

に
て
開
催
し
ま
す
。

■
と　
き　
10
月
１
日
㈪

　
受
付
時
間
は
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

■
と
こ
ろ

　
県
営
都
市
公
園
内
ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド

■
内　
容　
苗
木
や
花
の
苗
の
無
料
配
布
、

　
公
園
内
で
の
ゲ
ー
ム
、
豪
華
景
品
が
当

　
た
る
大
抽
選
会
な
ど

■
そ
の
他

　
雨
天
決
行
（
内
容
変
更
有
）

■
参
加
方
法　
無
料
で
入
園
で
き
、
イ
ベ

　
ン
ト
に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
ハ
ー

　
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド
入
口
チ
ケ
ッ
ト
売
り
場

　
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
証
明
書
等
は

　
不
要
。
駐
車
料
金
別
途
必
要
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
県
公
園
・
生
活
排
水
課

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

４
６
６
４
）

　
年
次
有
給
休
暇
は
、
労
働
基
準
法
で
定

め
ら
れ
た
労
働
者
に
与
え
ら
れ
た
権
利
で

す
。
労
働
基
準
法
第
39
条
に
お
い
て
、
労

働
者
は
、

●
６
か
月
間
継
続
し
て
雇
わ
れ
て
い
る
こ

と
●
全
労
働
日
の
８
割
以
上
を
出
勤
し
て
い

る
こ
と

を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
10
日
間
の
年
次
有

お
知
ら
せ

堆
肥
の
無
料
化
に
つ
い
て

蜜
蜂
を
飼
育
し
て
い
る
方
は

飼
育
届
の
提
出
が
必
要
で
す
！

平
成
30
年
度
大
分
県
農
林
水
産
祭


お
お
い
た
み
の
り
フ
ェ
ス
タ


９
月
24
日
〜
30
日
は

結
核
予
防
週
間
で
す

い
き
い
き
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン

Ｄ
Ａ
Ｙ

10
月
は
「
年
次
有
給
休
暇
取
得
促

進
期
間
」
で
す
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給
休
暇
が
付
与
さ
れ
、
申
し
出
る
こ
と
に

よ
り
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
勤
続

年
数
、
週
所
定
労
働
日
数
等
に
応
じ
て
年

次
有
給
休
暇
の
付
与
日
数
は
異
な
り
ま
す
）

■
と　
き　
10
月
26
日
㈮

■
と
こ
ろ　
大
分
県
立
盲
学
校

■
日　
程

【
午
前
10
時
〜
】

　
学
校
説
明
、
公
開
授
業
、
施
設
見
学
等

【
午
後
１
時
30
分
〜
】

　
視
覚
障
が
い
教
育
相
談
（
希
望
者
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
立
盲
学
校

（
☎
０
９
７‐

５
３
２‐

２
６
３
８
）

　

法
務
大
臣
か
ら
任
命
さ
れ
た
公
証
人

は
、
遺
言
を
始
め
、
任
意
後
見
契
約
な
ど

大
切
な
各
種
契
約
に
関
す
る
公
正
証
書
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
公
正
証
書
は
、
紛
争

の
予
防
と
紛
争
の
早
期
解
決
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
遺
言
公
正
証
書
は
遺
産
相
続
に

伴
う
親
族
間
の
紛
争
を
防
止
す
る
と
と
も

に
相
続
手
続
を
簡
易
・
迅
速
に
行
う
こ
と 

が
で
き
ま
す
。

　
公
証
人
役
場
で
は
、
い
つ
で
も
無
料
で

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
公
証
役
場

（
☎
０
９
７
３‐

２
４‐

６
７
５
１
）

　
裁
判
所
、
法
務
省
、
検
察
庁
及
び
弁
護

士
会
で
は
、
10
月
１
日
か
ら
の
１
週
間
を

「
法
の
日
」
週
間
と
し
て
お
り
、
大
分
地

方
・
家
庭
裁
判
所
で
は
、
無
料
法
律
・
人

権
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

■
と　
き　
10
月
５
日
㈮

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
、

　
午
後
１
時
〜
午
後
２
時
30
分

■
と
こ
ろ　
ア
イ
ネ
ス
２
階
大
会
議
室

■
そ
の
他　
予
約
不
要

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
地
方
裁
判
所
総
務
課
庶
務
係

（
☎
０
９
７‐

５
３
２‐

７
１
６
１
）

　
人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、
企
業
と

社
会
が
持
続
的
に
成
長
す
る
た
め
に
は
、

「
働
き
方
改
革
」
の
推
進
が
必
須
で
す
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
法
改
正
の
内
容

や
、
働
き
方
を
見
直
す
具
体
的
な
手
法
に

つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

■
と　
き　
10
月
16
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　
日
田
総
合
庁
舎

■
内　
容

講
演
「
働
き
方
改
革
（
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
）、
法
令
遵
守
に
つ
い
て
」

　
講
師　
社
会
保
険
労
務
士　
篠
原
丈
司

■
そ
の
他　
参
加
無
料

■
申
込
期
限　
10
月
15
日
㈪
ま
で

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
商
工
労
働
部
雇
用
労
働
政
策
課

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

３
３
５
３
）

薬
を
正
し
く
使
う
た
め
に

①
用
法
容
量
を
守
り
ま
し
ょ
う

②
使
用
す
る
薬
の
情
報
を
知
り
ま
し
ょ
う

③
人
か
ら
も
ら
っ
た
薬
は
使
わ
な
い

④
薬
の
専
門
家
（
薬
剤
師
な
ど
）
に
相
談

し
ま
し
ょ
う

「
く
す
り
の
１
１
０
番
」

■
相
談
期
間

　
10
月
17
日
㈬
〜
10
月
23
日
㈫

　

※

21
日
㈰
を
除
く

■
電
話
相
談
（
薬
剤
師
対
応
）

　
☎
０
９
７‐

５
４
４‐

９
５
１
２

■
相
談
時
間　
午
前
10
時
〜
正
午
、

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
制
度

　
薬
は
正
し
く
使
っ
て
い
て
も
副
作
用
が

起
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
万
が
一
、
入
院
治
療
が
必
要
に
な
る
ほ

ど
の
健
康
被
害
が
お
き
た
と
き
、
医
療
費

や
年
金
な
ど
の
給
付
を
お
こ
な
う
公
的
な

制
度
で
す
。

■
救
済
制
度
相
談
窓
口

（
☎
０
１
２
０‐

１
４
９‐
９
３
１
）

法
を
身
近
に
感
じ
て
み
よ
う

10
月
１
日
は
、「
法
の
日
」
で
す

や
る
な
ら
今
！
本
気
で
取
り
組
む

真
の
「
働
き
方
改
革
」

薬
と
健
康
の
週
間

（
10
月
17
日
〜
23
日
）

大
分
県
立
盲
学
校　
学
校
公
開

ご
存
じ
で
す
か
、
公
証
制
度

大分
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（敬称略）

栗 原

重 原

北 区

おめでとうございます出生
おなまえ 性別 保護者 行政区

智大

寿成

裕基

あない　　　 しほ

おの　　　 ひまり

たけだ　　　 りね

玖珠消防署：● 救急は119番  ☎72－2141　● 火災の確認は ☎72－5100

● 

病
　
院

9月

10月

23日

24日

30日

7日

8日

14日

21日

28日

72-2167

72-2135

77-6121

72-2466

73-2030

72-2143

72-1127

72-7100

塚 脇

春日町

野 上

　森　

北山田

春日町

塚 脇

山 田

電　話住　所 医療機関名日月
77-6851

0973-23-2228

0973-22-7736

72-5983

0973-22-3305

0973-24-5700

0973-22-8881

72-0450

右 田

日田市

日田市

玖珠町

日田市

日田市

日田市

玖珠町

８月１日～８月末日届出分
人口と世帯
人口
  男
  女
世帯
　　　　　（　）は前月からの増減

9,549  人
4,550  人
  4,999  人
3,891 　 

（－　 ）
（＋　 ）
（－　 ）
（＋　 ）

4
1
5
2

生　田　マツヱ
今給黎　正　美
宇　佐　美代子
梅　木　定　光
小　田　町　子
小　野　喜美夫
後　藤　ミツヱ
佐　藤　清　明
松　野　テル子
安　永　惠美子
日　野　正　市

見 留
陣 の 内 上
尾 本
串 野 下
梶 屋
筌 の 口
川 下 南
下右田（東）
下 旦 五
川 下 北
野 矢

お悔やみ申し上げます弔慰
おなまえ 年齢 行政区

町の面積／271.37㎢
町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ　　鳥／カッコウ

★都合で変更する場合があります。

小 中 病 院

高 田 病 院

矢 原 医 院

荒 木 医 院

北山田クリニック

長内科小児科胃腸科医院

玖 珠 記 念 病 院

麻生消化器科内科

井 上 歯 科 医 院

中 村 歯 科 医 院

はたの歯科医院

井上第２歯科医院

井 上 歯 科 医 院

伊 藤 歯 科 医 院

樋口歯科クリニック

倉 成 歯 科 医 院

2018 年９月・10 月休日当番医

こちら
119番
こちら
119番

お問い合わせ　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

● 

歯
科
医

9月

10月

23日

24日

30日

7日

8日

14日

21日

28日

電　話住　所 医療機関名日月

地区別 件数
物損
事故 件数計人身事故

死者 負傷者
0

0

0

0

0

2

14

5

3

24

2

7

4

3

16

24

42

117

66

249

26

49

121

69

265

東飯田

野　上

飯　田

南山田

計

2018・8月末
町内地区別事故発生状況

人の動き人の動き

穴井　志歩

小野　陽葵

竹田　莉音

　毎年この時期は台風による被害が発生しています。予想が困難な地震と
違って、台風は到達時期や規模がある程度予測できます。
　しかし、局地的な豪雨のように予想が難しいものもあり被害が出ている
ことも事実です。被害を最小限にするためには日頃の心構えと万全の備え
が必要です。

１．気象情報の収集
　日頃からテレビやラジオ、防災無線等の気象情報や注意報に耳を傾け
ましょう。
２．屋外の点検
　窓や雨戸の補強や、物干し竿、植木、小物など、飛ばされやすい物を
室内に取り込むか固定するなどの対策をしておきましょう。
３．避難する時
　単独行動は避け地域の人々と協力し合って避難しましょう。避難の際
は、もっとも安全な道順を選んで避難しましょう。また避難に必要な
最小限の非常持出し品（懐中電灯やラジオ、貴重品等）を準備してお
きましょう。

　台風が去っても増水した河川や用水路、また、土砂災害の危険がある場
所等には近づかないようにしましょう。

台風に備えて

女

女

女

90
67
93
78
96
91
84
90
94
82
86

　家の鈴虫が鳴きだしました。飼い始めた
時はまだまだ秋は遠いと思っていたのに、
夜聴こえてくるリーンリーンという鳴き声
に秋を感じます。読書の秋やスポーツの秋
などありますが、今年は大分県で国民文化
祭が開催されます。九重町でもさまざまな
芸術の秋を満喫していただくことができま
すので、ぜひお出かけください。また、９
月からは「Love kokonoeフォトコンテス
ト」が秋・冬の撮影期間となりますので、
たくさんの「あなたの好きな九重町」をお
待ちしています。　　　　　　　  Tomo

編集後記 交通安全110
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﹁
秋
果
﹂
は
秋
の
果
実
を
総
称

す
る
季
語
。
果
樹
と
し
て
栽
培

さ
れ
る
梨
は
、
野
生
の
ヤ
マ
ナ

シ
の
改
良
種
で
二
百
種
に
及

ぶ
。
今
年
の
夏
は
暑
さ
が
続
い

た
が
そ
の
た
め
か
、
実
は
甘
く

美
味
し
い
と
か
。

　
春
、
葉
と
共
に
小
さ
な
白
色

の
五
弁
花
を
開
き
、
梨
の
花
見

も
な
か
な
か
の
風
情
が
あ
る
。

読 者 俳 句

今
月
の
推
薦
句

今
月
の
推
薦
句

今月の言葉　　　　俳句は「究極の言葉磨き」である　　　　　　　　　　　　　　　　　石原文蔵

広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

　
亡
母
が
い
つ
も
座
っ
て
い
た
庭
先
の
あ
る
場
所
。
今
も
家
路
に
つ
く
と
つ
い

そ
の
場
所
に
目
が
行
っ
て
し
ま
い
ま
す
。「
か
つ
て
は
」
の
四
文
字
に
自
分
も

や
が
て
そ
こ
に
座
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
作
者
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

ほ
ど
く
荷
の
は
や
匂
ひ
た
つ
秋
果
か
な 

　 

廻
　
富
士
野

夕
端
居
か
つ
て
は
母
の
座
り
し
場

佐
藤
八
千
子

　
「
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
」
の
作
者
、
さ
く
ら
も
も
こ
さ
ん
が
五
三
歳
の
若
さ

で
乳
が
ん
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
本
棚
に
な
ら
ぶ
コ
ミ
ッ
ク
を
見
な
が
ら
の

哀
悼
の
一
句
で
す
。

ち
び
ま
る
子
並
ぶ
本
棚
ち
ち
ろ
鳴
く

吉
光
ヨ
ウ
子

　
歳
を
と
っ
て
も
前
向
き
に
生
き
る
姿
が
「
ま
あ
る
い
背
中
」
に
感
じ
と
れ
ま

す
。
下
五
の
「
撫
で
に
く
る
」
で
一
句
が
明
る
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

赤
ト
ン
ボ
ま
あ
る
い
背
中
撫
で
に
く
る

穴
井　

陽
子

　
友
人
の
フ
ラ
メ
ン
コ
が
涼
し
さ
を
醸
し
だ
し
秋
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
一
物
仕

立
て
の
句
は
「
ソ
ロ
」
の
歌
声
で
す
。

涼
風
に
乗
る
チ
イ
ち
ゃ
ん
の
フ
ラ
メ
ン
コ

永
松
左
世
美

　
俳
画
の
中
に
浮
か
ぶ
葱
を
見
て
、
想
い
出
が
沸
々
と
、
下
五
の
「
葱
の
中
」

の
意
外
性
に
脱
帽
で
す
。

想
い
出
は
俳
画
に
浮
か
ぶ
葱
の
中

原
田　

勝
子

　
　
　
　
　
　
　
暑
い
暑
い
夏
が
終
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
月
号
は
暑
さ
に
め
げ
ず
楽
し
く
元
気
に

な
る
投
句
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
推
薦
句
の
「
ち
び
ま
る
子
」「
ま
あ
る
い
背
中
」「
ち
ぃ
ち
ゃ
ん

の
フ
ラ
メ
ン
コ
」
佳
作
の
「
か
ぐ
や
の
ひ
か
り
」「
炎
暑
な
お
」
も
同
様
で
す
。
朝
晩
の
ニ
ュ
ー
ス
気
持

ち
が
塞
ぐ
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ス
ペ
イ
ン
の
諺
に
「
世
の
中
は
海
に
似
て
い
る
。
泳
げ
な
い

も
の
は
溺
れ
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
俳
句
の
持
つ
不
思
議
な
力
を
蓄
え
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も

し
っ
か
り
と
泳
ぎ
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
▽
九
月
は
も
う
す
っ
か
り
秋
で
す
。
収
穫
の
秋
で
も
あ
り
ま

す
が
、
ひ
と
き
り
つ
け
て
、
ど
こ
か
に
吟
行
の
旅
も
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
▽
俳
句
は
「
多
作
・
多
捨
」

佳
い
句
を
つ
く
ろ
う
と
思
わ
ず
、
ま
ず
は
「
一
日
一
句
」
頑
張
っ
て
見
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
ご
　
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

（
選
者
・
評
）

マ
サ
ヨ

桐　

友

泉　

渓

節　

子

惠
津
子

静　

子

チ
ズ
子

　10月号の締め切りは、９月末日です。「自由題」とします。ハガキにお１人最低２句以上はお作りください。住所・氏名・
年齢・電話番号をご記入の上、役場（企画調整課）まで奮ってご応募ください。なお、季語の重なりや「字あまり」などの句
は添削をする場合があります。

ふ
る
さ
と
の

ふ
る
さ
と
の

秋
果

　
殿
様
俳
句
の
系
譜
と
い
う
も
の
が
さ
さ
や
か
に
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
名
も
『
殿
様
俳

話
』
と
い
う
著
書
も
あ
る
こ
の
俳
人
も
有
力
人
物
の
一
人
。
犬
山
城
の
十
二
代
城
主
で
す

か
ら
世
が
世
な
ら
殿
様
で
す
。

　
初
期
の
〈
わ
け
も
な
く
隅
田
川
好
き
五
月
好
き
〉
な
ど
は
い
か
に
も
育
ち
の
い
い
殿
様

ら
し
い
句
で
す
。
恋
の
句
の
〈
ま
ぶ
し
き
ま
で
の
ハ
ン
カ
チ
彼
女
の
も
の
〉
や
〈
一
人
が

蝉
み
つ
け
み
ん
な
が
み
つ
け
た
り
〉
な
ど
、
ま
だ
俳
号
が
「
正
と
し
」
だ
っ
た
頃
の
若
き

俳
人
は
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
句
を
た
く
さ
ん
詠
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
り
な
が
ら
、
妻
に
先
立
た
れ
る
な
ど
、
悲
し
み
の
波
に
も
洗
わ
れ
た
人
生
で
し
た
。

悲
し
み
を
背
負
っ
て
進
む
暗
い
峠
も
、
登
り
詰
め
て
し
ま
え
ば
ひ
と
す
じ
の
光
明
が
見
え

て
来
ま
す
。「
笑
つ
ち
や
ふ
」
と
い
う
わ
ず
に
生
ま
れ
た
余
裕
が
あ
れ
ば
も
う
大
丈
夫
で

し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
元
気
が
出
る
俳
句
』
倉
坂
鬼
一
郎
）

元
気
が
出
る
俳
句　

そ
の
④

蜩
や
悲
し
み
過
ぎ
て
笑
つ
ち
や
ふ　
　
　

成
瀬　

正
俊

し
ゅ
う
か

佳
作
　
十
四
席

佳
作
　
十
四
席

竹
を
伐
る
か
ぐ
や
の
光
り
さ
が
し
つ
つ

ほ
う
づ
き
や
五
代
を
継
ぎ
て
墓
参
り

木
槿
咲
く
本
家
と
分
家
と
の
間

新
し
き
塔
婆
の
隣
に
白
百
の
花

理
由
を
問
う
勇
気
持
た
ず
に
秋
迎
え

牧
ノ
戸
を
越
え
て
肥
後
路
の
芒
か
な

独
り
居
の
湯
船
に
盆
の
月
高
し 則　

子

直　

人

良　

子

豊　

國

好　

美

文　

雄

照　

眞

秋
桜
ひ
と
枝
活
け
し
奥
座
敷

炎
暑
な
お
涼
を
求
め
て
種
を
蒔
く

禅
寺
の
庫
裏
に
梅
干
し
笊
ひ
と
つ

ラ
ベ
ン
ダ
ー
香
る
野
に
来
て
秋
を
知
る

風
も
な
く
た
だ
お
し
だ
ま
る
風
鈴
の
音

大
輪
で
猛
暑
楽
し
む
百
日
紅

小
雀
の
逃
げ
場
な
き
世
や
荒
嵐

ひ
ぐ
ら
し

は
し  

い

ね
ぎ

と　

ば　
　
　
　
　
　

  　

ゆ　

り

わ　

け

く　

り　
　
　
　
　
　
　
　

ざ
るふ

う
り

（
犬
山
城
元
城
主
）
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消防操法大会では、約60メー
トル先にある火点（標的）まで
ホース３本を結合しながら、放
水するまでの早さや規律・技術
の正確さを競います。

　第30回大分県消防操法大会が８月19日に大分県消防学校で開催さ
れ、九重町消防団第６分団13部（野矢地区）が小型ポンプの部で見事
優勝を飾りました。
　今大会にむけて２月から仕事を終えた夜間や休日に訓練し、出場選手
をはじめ、全地区消防団が協力しともに汗を流した訓練が発揮された結
果となりました。なお、今回優勝した第６分団13部は、10月19日に富
山県で開催される第26回全国消防操法大会に出場します。
　引き続き、訓練に励まれる選手のみなさん、消防団のみなさん、全国
優勝めざしてがんばってください。

第６分団13部出場選手
　　　　　　　（写真位置）

指揮者　佐藤　智之（下左）
１番員　川野　優哉（上中央）
２番員　佐藤　壽幸（上左）
３番員　佐藤　義徳（下右）
補助者　佐藤　　剛（上右）

ともゆき

まさや

としゆき

よしのり

　　つよし

祝優勝！全国大会へ

平
成

30年
９

月
17日

発
行

（
通

巻
748号

）
発

行
・

九
重

町
役

場
企

画
調

整
課
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